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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 7日 (2006.4.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 押 出 し ブ ロ ー 成 形 さ れ た 本 体 と 、
　 押 出 し 成 形 ネ ッ ク お よ び キ ャ ッ プ ア セ ン ブ リ で あ っ て 、 該 本 体 が 流 体 で 充 填 さ れ た 後 、
該 本 体 と と も に 融 着 さ れ て 適 合 さ れ る 押 出 し 成 形 ネ ッ ク お よ び キ ャ ッ プ ア セ ン ブ リ と 、 を
備 え る 薄 壁 プ ラ ス チ ッ ク ボ ト ル で あ っ て 、
　 こ こ で

該 キ ャ ッ プ は 、 漏 れ の な い 再 シ ー ル 閉 鎖 部 を 提 供 す る た め に 該 ネ ッ ク に
嵌 合 さ れ る 、 薄 壁 プ ラ ス チ ッ ク ボ ト ル 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 請 求 項 １ に 記 載 の 薄 壁 プ ラ ス チ ッ ク ボ ト ル 、 ま た は 、 本 体 を 有 す る コ
ン テ ナ の 別 の タ イ プ を 使 用 す る た め の 閉 鎖 部 で あ っ て 、
　 箔 が 該 本 体 と 該 ネ ッ ク お よ び キ ャ ッ プ ア セ ン ブ リ と の 間 に 挿 入 さ れ 、 該 ネ ッ ク お よ び キ
ャ ッ プ ア セ ン ブ リ は 、 該 本 体 に 嵌 合 す る 基 部 と 、 プ ル リ ン グ に 接 続 さ れ 、 該 箔 に 固 定 さ れ
る 除 去 可 能 環 状 フ ラ ン ジ で あ っ て 、 該 除 去 可 能 環 状 フ ラ ン ジ は 脆 弱 領 域 に よ り 該 基 部 か ら
分 離 さ れ る 、 該 除 去 可 能 環 状 フ ラ ン ジ と 、 複 数 の 垂 下 歯 で あ っ て 、 各 々 が 該 脆 弱 領 域 に ま
た は そ れ に 近 接 し て 該 基 部 に 形 成 さ れ る 該 基 部 の 中 心 に 対 し て 内 向 き に 傾 斜 す る 鋸 歯 プ ロ
フ ァ イ ル を 有 し 、 そ の 結 果 該 プ ル リ ン グ の 除 去 時 に 該 箔 が 該 歯 に よ り 引 き 裂 か れ る 複 数 の
垂 下 歯 と 、 を 備 え る 閉 鎖 部 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 キ ャ ッ プ は 、 カ バ ー プ レ ー ト と 、 垂 下 ス カ ー ト と を 備 え 、 前 記 基
部 は 弱 め ら れ た 環 状 凹 部 （ ４ ８ ） を 有 し 、 そ れ は 、 閉 鎖 部 が 封 止 さ れ る 場 合 、 該 キ ャ ッ プ
の ス カ ー ト に よ り 隠 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 閉 鎖 部 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 プ ル リ ン グ は 、 一 対 の 隣 接 す る 間 隔 を 空 け ら れ た レ ッ グ （ ４ ０ ）
の 手 段 に よ り 前 記 環 状 フ ラ ン ジ （ ３ ０ ） 上 に 支 持 さ れ 、 前 記 箔 の 対 称 的 な 引 き 裂 き を 促 進
す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 閉 鎖 部 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 箔 は 、 両 サ イ ド を 可 融 性 の ポ リ マ ー 材 料 で コ ー テ ィ ン グ さ れ る 、
引 き 裂 き 可 能 な ア ル ミ ニ ウ ム 箔 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 閉 鎖 部 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 開 口 （ ４ ） を 有 す る 本 体 （ ２ ） と 、
　 該 口 上 に 係 合 す る よ う に 適 合 さ れ る ス カ ー ト （ ４ ４ ） を 含 み 、 注 ぎ 口 （ １ ８ ） を 規 定 す
る ネ ッ ク お よ び キ ャ ッ プ ア セ ン ブ リ で あ っ て 、 該 ネ ッ ク お よ び キ ャ ッ プ ア セ ン ブ リ は 該 口
の 上 面 （ １ ２ ） に 対 し て 設 置 さ れ る ネ ッ ク の 基 部 （ ２ ０ ） 内 に 保 持 さ れ る 除 去 可 能 部 （ ３
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該 本 体 と 、 該 ネ ッ ク お よ び キ ャ ッ プ ア セ ン ブ リ と の 間 に 該 融 着 を 可 能 に す る よ う
に 箔 が 配 置 さ れ 、



０ ） に 接 続 さ れ た プ ル リ ン グ （ ４ ２ ） を 有 す る 、 ネ ッ ク お よ び キ ャ ッ プ ア セ ン ブ リ と 、
　 該 面 （ １ ２ ） と 該 基 部 （ ２ ０ ） と の 間 に 挿 入 さ れ 、 両 者 で 溶 融 さ れ る 箔 （ ７ ０ ） で あ っ
て 、 そ の 結 果 該 プ ル リ ン グ （ ４ ２ ） お よ び 除 去 可 能 部 （ ３ ０ ） の 除 去 は 、 該 箔 （ ７ ０ ） の
少 な く と も 一 部 を 除 去 し 、 該 注 ぎ 口 （ １ ８ ） を 開 く 、 箔 と 、 を 備 え る ボ ト ル で あ っ て 、
　 該 除 去 可 能 部 は 、 複 数 の 垂 下 歯 （ ３ ６ ） を 規 定 す る 脆 弱 凹 部 （ ３ ２ ） の 手 段 に よ り 、 該
基 部 （ ２ ０ ） の 残 り か ら 分 離 さ れ る 環 状 フ ラ ン ジ （ ３ ０ ） を 備 え 、 該 複 数 の 従 属 歯 の 各 々
は 該 基 部 の 中 心 に 対 し て 内 向 き に 傾 斜 す る 鋸 歯 プ ロ フ ァ イ ル を 有 し 、 そ の 結 果 該 プ ル リ ン
グ の 除 去 時 に 該 箔 （ ７ ０ ） が 該 歯 （ ３ ６ ） に よ り 引 き 裂 か れ る こ と に よ り 特 徴 付 け ら れ る
、 ボ ト ル 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 開 口 を 有 す る 薄 壁 ボ ト ル 本 体 を 押 出 し ブ ロ ー 成 形 す る 工 程 と 、
　 該 ボ ト ル 本 体 を 充 填 す る 工 程 と 、
　 射 出 成 形 ネ ッ ク お よ び キ ャ ッ プ ア セ ン ブ リ を 各 充 填 さ れ た ボ ト ル 本 体 に 嵌 合
す る 工 程 で あ っ て 、 該 射 出 成 形 ネ ッ ク お よ び キ ャ ッ プ ア セ ン ブ リ は 、 箔 に よ っ て
覆 わ れ る 該 ネ ッ ク の 基 部 を 有 し 該 ボ ト ル 本 体 の 開 口 に 対 応 す る 大 き さ に さ れ る 、 工 程
と 、
　 該 ボ ト ル 本 体 を 該 ネ ッ ク お よ び キ ャ ッ プ ア セ ン ブ リ 熱 シ ー リ ン グ す る 工 程 と 、
　 を 包 含 す る 、 流 体 を ボ ト ル 詰 め す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 嵌 合 工 程 の 前 に 前 記 箔 を 滅 菌 す る 工 程 を さ ら に 包 含 す る 、 請 求 項
７ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 ボ ト ル 本 体 は 、 所 定 量 の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 の 供 給 の た め に 単 一 の
ダ イ ヘ ッ ド の 下 を 通 る よ う に 適 合 さ れ た 一 連 の モ ー ル ド を 有 す る 回 転 機 械 を 用 い て ブ ロ ー
成 形 さ れ 、 該 本 体 を 形 成 す る た め に 後 に 膨 張 さ れ る パ リ ソ ン を 形 成 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載
の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 モ ー ル ド を 離 れ た 前 記 ボ ト ル 本 体 は 充 填 ス テ ー シ ョ ン に 直 接 渡
さ れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｕ Ｓ － Ａ ， ８ １ ５ ， ６ １ ８ （ Ｇ ａ ｃ ｈ ） は 、 乾 燥 内 容 物 の た め に 設 計 さ れ た 、 ボ ト
ル の た め の 開 封 表 示 封 止 を 示 す 。 基 部 セ ク シ ョ ン は ス カ ー ト を 有 し 、 こ れ は ボ ト ル の ネ ッ
ク と 係 合 し て 注 ぎ 口 を 規 定 す る 。 箔 が ボ ト ル の ネ ッ ク と 基 部 の 上 部 の 隣 接 表 面 と の 間 に 配
置 さ れ る 。 プ ル リ ン グ は 、 破 断 可 能 ウ ェ ブ に よ り 基 部 の 上 部 の 開 口 部 に 接 続 さ れ て い る デ
ィ ス ク に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の デ ィ ス ク は 箔 に 結 合 さ れ る 。 こ の プ ル リ ン グ を 引 き 上 げ る
こ と に よ り 注 ぎ 口 か ら 箔 を 破 り 、 封 止 を 開 口 す る 。 Ｇ ａ ｃ ｈ の 発 明 の 別 の 実 施 態 様 に お い
て 、 こ の デ ィ ス ク は 基 部 セ ク シ ョ ン に 連 結 さ れ ず 、 そ し て こ の 箔 は 注 ぎ 口 の 内 表 面 の エ ッ
ジ で 破 ら れ る こ と を 容 易 に す る た め の 円 周 刻 み 線 が 設 け ら れ る 。 い ず れ の 実 施 態 様 に お い
て も 、 清 浄 な 開 口 部 は 製 造 さ れ そ う に な い 。 こ の こ と は 、 ボ ト ル が 錠 剤 な ど の た め に 使 用
さ れ る 場 合 に は 問 題 で は な い が 、 注 ぎ 口 内 の 引 き 裂 か れ た 箔 エ ッ ジ は 液 体 を 注 ぐ 場 合 に つ
い て は 不 適 切 で あ る 。 こ の ボ ト ル の 材 料 は 開 示 さ れ て い な い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ５ 】
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